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談話室
低温センター豊中分室における
寒剤供給の現状 と課題
低温セソターの最も重要な業務は,実 験研究に置いて低温環境を作 り出すために不可欠な低温寒剤で
ある液体窒素や液体ヘリウムを製造 し,学 内の研究者に安定に供給することである、豊中分室では平成
4年 度に大型ヘリウム液化装置が設置され,こ れまで供給を続けてきたが近年の低温研究の多様化と研
究機器の大型化により液体ヘリウム供給量が急激に増加しており,現 有の設備では供給限界に至ってい
る.ま た8年 目を迎えたヘリウム液化装置は需要を満たすために無理な運転を続けているため各所に傷
みがではじめており,供 給停止という重大な事態を生じかねないのが現状である.
豊中地区では副センター長が交代 し,今 年度から新 しい運営体制がスター トという節 目にあたり,こ
こで現状を見据>x将来への問題を整理しておきたい.
1.運 営 体 制
低 温 セ ソター は豊 中地 区 と吹 田地 区に それ ぞれ分 室 が あ り,セ ン ター長 と副 セ ン ター長 は各 地 区 か ら
1名 つつ選 出され運営 され て いる.現 在 の セ ンター長(併 任)は 工 学研究 科 の濱 口智 尋教授,副 セ ン ター
長 は4月 か ら理学 研 究 科 の大 貫 惇 睦教 授 が就 任 され てい る.そ の ほ か に助 手(専 任)が 各1名 と技 官
(兼任)が2名 つ つ が基本 体制 で あ る.豊 中地 区で は浅 井,株 技 官 が液化 ・供 給 作業 に当 た って きたが,
近年 の液体 ヘ リウム供 給量 の急 激 な増 加 に伴 い液化 ・供 給作 業 が増加 し,作 業 中は昼 食 も食 堂 へ食 べ に
いけない ほ ど多忙化 した ため,基 本体 制 に研究 支援 推進 員(週2日)と 技 能補 佐 員(非 常 勤職 員)を 加
x供 給 作業 を続 けて い る.低 温 セ ソター での ヘ リウムの液化 ・供 給作 業 は誰 で もが で き る業務 で は な く,
低温 に関 す る専 門知 識 を持 った人 が必 要 で あ る.'研 究 支援推 進 員 と技能補 佐 員 の補充 は短 期 的 には非 常
に有 効で あ るが,専 門知識 や技 術 を伝 承 し,真 に安 定 した運 営 を続 け るた め には常勤 の職 員 の補 充 が不
可欠 で あ ろ う.浅 井 技 官 は3年 後 に退 官 を迎 え られ るが,そ れ までに ポ ス トを確 保 し人 材 を育 て る こと
が大 事で あ る.新 年度 を迎 え,豊 中地 区 で は液 化 ・供 給作 業の で きる人材 の確保 と養 成 に解 決 の糸 口が
見 えつ つあ るが,新 規 の技 官 ポス トの確保 は非 常 に難 しいのが 現状 で あ り,将 来 の基 礎 研究 の基 盤 に不
安 を隠 せ ない.
セ ソ ター の助 手は セ ンターに 関す る事務 のす べて を担 当 して お り,具 体 的 には 出納 の管理,ヘ リウム
供 給量 ・代 金の管 理,低 温 セ ン ター だ よ りの編 集 ・印刷 ・発送 作業(年4回),安 全講 習 会の 開催,各
種 要求書(概 算 要求 他)の 作 成 な どが あ る.こ れ らの仕事 を こな しなが ら学生 実験 の授 業 を担 当 し,開
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いた 時間 に 自分 の研 究 を行 って い る.必 然 的 に腰 を落 ち着 け ての研 究 は難 しく,ま たセ ンターに は学生
が い ない ため仕 事 は なか なか進 まな い.低 温 セ ン ター は研究 支 援 セ ン ター な のだ か ら,セ ンターの助 手
は研 究 な どせず に液 化 ・供 給作 業 とユー ザー への サー ビス(事 務)を きちん とや りなさい,と い うご意
見 もいた だ くことが あ る.仕 事が重 な るとサ ー ビス業 が おろそ か に なる こ と もあ るが,セ ンターの職 員
とい う立 場 と教 育 ・研究 者 と して の立場 の間 で揺 れな が ら も精 一杯 仕事 に従 事 して い る.低 温 セ ン ター
を実 質的 に低 温 研究 の セ ン ター と して発 展 させ る ため には,人 員 を整 備 し組 織 を充実 す るこ とが必要 で
あ ろ う.
2.へ り ウ ム 液 化 ・供 給
ヘ リウム は稀 少で 高価 な資 源 で あ るた め
,本 学 で は実験 で蒸 発 したヘ リウム ガス を回収 し,再 び液化
す る リサイ クル利 用 を行 ってい る.前 述 の よ うに豊 中地 区の ヘ リウム液 化 装置 は平 成4年 に 更新 され7
年 が経 過 した.こ の 間液体 ヘ リウムの供給 量 は予 想 もしなか ったほ ど急 激 な増 加 を見 せ,平 成11年 度 の
総供 給 量 は95,000リ ッ トル にの ぼ った.図1に 豊 中地 区 にお け る液 体 ヘ リウム供給 量 の年次 推 移 を示 す.
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図1豊 中地区における液体ヘリウム供給量の年次推移
豊中地区では液体ヘ リウムは物理系の基礎研究に限らず、化学、生物、宇宙地球科学系の研究者に広く
利用されている.液 体ヘリウム供給量の急激な増加は,低 温研究者の増加と低温研究機器の大型化を反
映しているが,特 に最近金属デュワーを用いた実験が増加 し,さ らに強磁場発生用超伝導電磁石やmK
(ミリケルビン)温 度領域を生成する希釈冷凍機が多数導入され,一 度に大量の液体ヘリウムの トラン
スファー(低 温装置への液体ヘリウムの導入)が 必要な機器が増加 したことを反映 していると考えられ
る.ま た豊中地区では極低温研究に携わる研究センター(極 限科学研究セソター,分 子熱力学研究セン
ターなど)が 活発に活動 しており,基 礎工学研究科と理学研究科の低温物性研究者がCOEや 戦略的基
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礎研 究 を推 進 す るな ど世界 的 に最 先端 の研 究 を行 って お り,液 体 ヘ リウム の供給量 の増 加 は低温 物性 研
究の ア クテ ィビテ ィーの 高 さを示 し,そ こか ら世 界 的 に も最 高 レベ ルの研 究 成果 が生 み 出 されて い る.
これ らの研究 を支 えて い るのが低 温 セ ソ ター に設置 され てい るヘ リウム液化 装 置で あ るが,現 有 のヘ
リウム液化 装置 の運転 時間 は設 置 か ら10>000時 間 を越 えた.こ れは一 日平 均5時 間,毎 日休 まず液 化 運
転 して きた勘定 にな る.一 つ お断 り してお くと,液 化装 置 はス イ ッチ を入 れ れば即 液 体 ヘ リウムが 出て
くる訳 で はな く,装 置 内 の各部 を冷 却 す るの に通 常1時 間 か ら2時 間 程度 の準 備運 転 が必 要 であ る.最
近 で は需要 を満 た すた め にか な り無 理 な運転 を続 けて い るため,特 に液化 装置 の 回転 系部 分 の消耗 が激
し く,約10年 とい われ る耐 用年 数 まで もた な くな って い る.特 に平成11年 度 は大 きな破損 ・故障 事故 が
相 次 いだ.
表1最 近発生 した破損 ・故障事故
破損 ・故障箇所 事故による影響 ・対応
液化装置フライホイールのシャフ トの破断事故 2週 間液化作業停止
液化用 コソプレッサーが老朽化のため使用不能 残 り1台 で液化
シ ャ フ ト駆 動 用 ベ ル トの の び 交換のため液化停止
ヘ リウム除湿器が老朽化のため使用不能 急遽校費により更新
ピ ス トソ駆 動 用 モ ー ター の破 損 2週 間液化作業停止
もっ とも重 大 な事 故 は液化 装置 の フライ ホイー ル の回転軸 の破断 事故 で あ った.幸 い現場 職 員 に よ る早
期 発見 が功 を奏 し,液 化装 置 の心臓 部 分 の事故 に も関 わ らず 他 の箇所 への影 響 は無 く軸 の交 換で 復帰 し
たが,部 品の取 り寄 せ と交 換作 業 の ため2週 間 ほ ど液 化 ・供 給作 業 を停止 した.ま た最大 液 化能 力 を出
すた め には通常2台 必 要 な液化 用 コン プ レッサー の1台 が老 朽化 の た め使 用 不能 とな り,現 在1台 のみ
で液化 運転 を行 って い る.こ のた め本 来100リ ッ トル/時 程 度 の液 化能 力 を持 つ液 化装 置 で あ るが,液 化
用 コンプ レ ッサ ーが1台 しか な いた め時間 当た りの液 化量 が減少 し,運 転 時 間 を延長 す るな ど,装 置 や
現場職 員 に大 きな負担 をかけ つ つ供 給 作業 を続 け てい る.表1に 最近 発生 した ヘ リウム液 化 装置 関係 機
器 の破 損 ・故障 事 故 を示 した.
現有 設 備で年 間95,000リ ッ トル を供 給 して い るこ とは,現 場職 員 に多大 な負担 をかけ,ま た液 化装 置
を フル稼働 して い る ことが ご理 解 い ただ けた と思 う.図1が 示 す よ うに豊 中地区 で の液体 ヘ リウムの供
給 量 は こ こ数年 ほぼ コンス タ ン トに増 え続 けて お り,今 後 も続 くと思 われ る.液 体 ヘ リウムは低 温物 性
研 究者 に とって は電気 と同等 に必 要不 可欠 の基盤 であ る.今 後 の増加 に対 応 し安 定 して供 給 を続 け るた
め には さ らに大 きい液 化装 置 へ の一刻 も早 い更 新 と液 化 ・供 給作 業 を行 う職 員 の充実 が必 要 不可 欠 で あ
る.
3.建 屋 問 題
豊 中地区 の低温 セ ン ター は,昭 和33年 に理学 部付 属の施設 と して設置 され た極低温 実験 室 と して ス ター
トし,そ の後 昭和39年 に現在 の建 屋 が建設 され た.そ の後昭 和41年 に基礎 工 学部 が設 置 され,低 温 セ ソ
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ター の利 用者 数,液 体 寒剤 の需 要 が増 加 し,学 内の共 同利 用 セ ン ター と して低 温 セ ンター が発足 したの
は昭和41年 の ことで あ る.現 在 の豊 中分 室 と して の建屋 面積 は液 化 室290㎡,共 同利 用実験 室465㎡ で あ
る.ヘ リウム液 化室(液 体 ヘ リウムの製 造 ・供給 を行 う部屋)は 約75㎡ あ るが,こ こには ヘ リウム液 化
装 置本 体,液 体 ヘ リウム貯 蔵用 タ ンク,運 搬用 ベ ッセル昇 降機 な どが設 置 され てお り,そ の半 分 以上 の
面 積 を機 器 類 で しめて い る.こ の部 屋 に各研 究 室が ベ ッセ ル を運 び込 んで汲 み分 け を行 うので あ るが,
大量 のベ ッセ ルが運 び込 まれ る と人 の身 動 きも困難 な状況 にな り,非 常 に危険 で あ る.液 化室 の その他
の部 屋 に もコ ンプ レ ッサ ーな どの機 器類 が 設置 され て お り,や っと人 の 出入 りがで きる程 度 で ある.実
験 室 につ いて は理学 研究 科 や基礎 工 学研 究科 の研 究 室 に利用 されて い るが,壁 が薄 く,2階 の天井 は ス
レー ト板 で,建 物の 傷み と メイ ンス トリー トに近 い こと も相 まって揺 れ が ひ ど く,最 近 の 先端 的 な精 密
機器 の運用 が難 しい状 況に あ る.ま た最近 の低温 実験機 器 の大型化 に伴 い広 い実 験 スペー スが必要 に なっ
て きて お り,広 い面 積 の実験 室 が必 要 にな って きて い る.ま た専任 教 官専 用 の実験 室 や居 室 も現在 の建
屋 に はな く,他 の研 究室 の部 屋 を間借 りしてい る状況 で あ る。高圧 ガ ス製 造施 設 で あ る低 温 セ ンター が
安全 な液 化 ・供給 作 業 を行 うた めに十 分余 裕 を持 った面積 を確 保 す る必 要 が あ り,低 温 物性 研究 をさ ら
に発 展 させ てい くた め に低 温 セ ンターの重 要 性 が ます ます大 き くな って い る現 在,低 温 セ ンターの改 築
工事 も緊 急 の課題 で あ る.
以 上,人 員,設 備,建 屋 につ いて現 在 の問題 点 を述 べ たが,基 本 的 に低温 セ ソター の発犀 は セ ソ ター
利 用 者 の ご協 力 に依 る以外 な く,現 状 を ご理解 い た だ き,ま す ます の ご協 力 と ご援助 をお願 い 申 しあげ
る次 第で あ る.
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